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●
場
所　

松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

8
月
30
日（
金
）か
ら
9

月
12
日
（
木
）
の
間
に
、
松
本
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
40･

３
６
６
０
）

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

法
政
大
学
法
学
会
法
律
相
談
部
の
学

生
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

原
則
と
し
て
学
生
が
対
応
し
ま
す

が
、
学
生
が
回
答
困
難
な
場
合
に
は
、

同
伴
の
指
導
教
授
が
助
力
し
ま
す
。

●
日
時　

8
月
31
日
（
土
）、
9
月
１

日
（
日
）
と
も
に
午
前
10
時
～
午
後

4
時
30
分

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
学
習
室

●
相
談
内
容　

商
法
、
刑
法
な
ど
の
民

法
に
関
す
る
相
談
。
す
で
に
弁
護
士

に
相
談
し
た
も
の
や
裁
判
中
・
裁
判

準
備
中
の
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み　

当
日
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
事
前
に

電
話
で
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り

詳
し
く
回
答
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

法
政
大
学
法
学
会
法
律
相
談
部
（

０
９
０
・
４
２
０
９
・
８
２
９
５
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

借
金
問
題
に
１
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
借
金
問
題
で
お
困
り
の
場
合
は
、

こ
の
機
会
に
相
談
窓
口
へ
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

9
月
13
日
（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
5
時

交通安全ファミリー作文コンクール作品の募集

内閣府と交通安全関係団体では、交通安全ファミリー
作文コンクールの作品を募集しています。交通安全につ
いて学校や家庭で話していることや実践例・体験談など
をお寄せください。
●応募期間　9 月 10 日（火）まで（消印有効）
●応募方法　応募区分、送付方法など詳しくは、下記ま

でお問い合わせください。
問内閣府政策統括官付交通安全啓発担当（403・3581・

1182）または受託会社：㈱海風社内「交通安全ファミ
リー作文係」（406・6586・6227）

公
園
の
ト
イ
レ
や
遊
具
は
大
切
に
扱

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
も
気

持
ち
よ
く
使
う
た
め
に
も
「
み
ん
な
で

使
う
も
の
」
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

市
人
権
擁
護
委
員
・
田
口
勝
二
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
7
月
か
ら
新
た

に
青
柳
昌
利
さ
ん
が
委
員
と
し
て
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
き
、
国
民
の
基

本
的
人
権
の
尊
重
を
目
的
と
し
て
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
で
す
。

安
曇
野
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

み
な
さ
ん
で
す
。

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

問
穂
生
活
環
境
課
消
費
生
活
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

見
ら
れ
て
い
ま
す

あ
な
た
の
マ
ナ
ー

問
豊
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

人
権
擁
護
委
員
の
交
代

問
法
務
局
松
本
支
局

（

32
・
２
５
７
１ 

32
・
２
５
７
２
）

問
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

法
政
大
学
法
学
会
法
律
相
談

部
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

7 月分の空間放射線量
　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定地点 （マイクロシーベルト／時間）
7/2（火） 7/9（火） 7/16（火） 7/23（火） 7/30（火）

本 庁 舎 0.10 0.11 0.10 0.10 0.12
豊科庁舎 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10
穂高庁舎 0.10 0.10 0.09 0.09 0.10
三郷庁舎 0.09 0.09 0.10 0.09 0.10
堀金庁舎 0.09 0.09 0.10 0.10 0.10
明科庁舎 0.08 0.08 0.09 0.09 0.09
穂高健康

支援センター 0.10 0.10 0.10 0.11 0.10

測定
結果

談

相

平
成
21
年
5
月
21
日
の
ス
タ
ー
ト
か

ら
４
年
が
経
過
し
た
「
裁
判
員
制
度
」。

平
成
24
年
12
月
ま
で
に
４
６
７
３
人
の

被
告
人
に
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
。「
裁
判
員
制
度
」
は
、
私
た
ち
一

般
市
民
が
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
刑

事
事
件
の
裁
判
に
裁
判
員
と
し
て
参
加

し
、
裁
判
官
と
一
緒
に
被
告
人
が
有
罪

か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な

刑
に
す
る
の
か
を
決
め
る
制
度
と
し
て

始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

問
長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

（
０
２
６･
４
０
３･

２
０
０
８
）ま
た
は

安
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
71･

２
０
０
０
㈹ 
71･

５
０
０
０
）

裁
判
員
裁
判
が
行
わ
れ
た
の
は

ど
ん
な
事
件
？

平
成
24
年
12
月
ま
で
に
、強
盗
致
傷

事
件
（
１
０
７
８
人
）、殺
人
事
件
（
１

０
４
９
人
）、傷
害
致
死
事
件
（
４
３
３

人
）、な
ど
の
事
件
で
裁
判
員
裁
判
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ど
れ
く
ら
い
の
人
数
が

選
ば
れ
た
の
？

平
成
24
年
12
月
ま
で
に
選
任
さ
れ
た

裁
判
員
の
数
は
全
国
で
2
万
６
９
５
９

人
で
し
た
。

何
日
く
ら
い
参
加
す
る
の
？

平
成
24
年
12
月
ま
で
に
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
た
裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
な
っ

た
事
件
の
う
ち
、約
6
割
の
事
件
が
4

日
以
内
で
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
感
想
は
？

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
前
は
、5
割
以

上
の
人
が
「
あ
ま
り
や
り
た
く
な
か
っ

た
」「
や
り
た
く
な
か
っ
た
」と
答
え
て
い

ま
し
た
が
、参
加
し
た
後
で
は
9
割
以

上
の
人
が
「
非
常
に
よ
い
経
験
と
感
じ

た
」「
よ
い
経
験
と
感
じ
た
」と
回
答
。裁

判
員
の
職
務
に
従
事
し
て
、充
実
感
を

も
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

uhttp://w
w

w
.saibanin.courts.go.jp/

ちょっと教えて！

裁判員裁判の

権

人
安曇野と戦後憲法

安曇野文化講座実行委員会

理事 高
こうさか

坂邦
くにひこ

彦

人 権 コ ラ ム

宮
みやざわ

澤俊
としよし

義といえば戦後憲法をつくった高名
な学者だが、この人の出自は安曇野市豊科高家
の宮澤家である。

宮澤俊義は天皇機関説事件でひどい目にあ
った美

み の べ

濃部達
たつきち

吉の一番弟子で、美濃部が定年退
職した後の東京帝大憲法講座を担当した。事件
当時、美濃部の家には柳

やなぎごうり

行李一杯ぐらいの脅迫
状が届いた。宮澤は新進教授として論壇での人
気が高かったから、新聞の論壇時評で美濃部擁
護論を書いた。彼のもとにも脅迫状が届いた。
自宅に乗り込まれたこともある。

美濃部夫人（松本出身！）は宮澤の身の安全
を心配して電話をよこした。法学部長からも政
治的背景の説明があって自重を促された。合理
的な議論が通じない狂気の時代だったから宮
澤は無抵抗の抵抗でやり過ごすハラを決めて
実践した。その甲斐あって戦後はリベラルな憲
法学者として尊敬され、戦後憲法学の大権威者
となった。

宮澤の父親は豊科出身の実業人。母親は孟
も う ぼ

母
三
さんせん

遷の例えどおり、豊科から長野、長野から東
京へと移住したから、宮澤の出身は府立一中卒
の東京出身ということになっているが、出自は
安曇野である。

蛇足ながら、戦後の日本国憲法の基本構想は
植
うえはら

原悦
え つ じ ろ う

二郎（市三郷出身）の政治学説だと指摘
した緻

ち み つ

密な学術書もある。（原秀成『日本国憲
法制定の系譜』（日本評論社））

地元でこれらのことを知る人はあまりいな
いせいか、市内のどこにも宮澤俊義や植原悦二
郎を顕

けんしょう

彰する施設も資料もない。
人権が無造作に踏みにじられている昨今だ

から、宮澤や植原の憲法学を再読再考してみた
い。

地域 氏名 地域 氏名

豊科

清
き よ の

野　昌
まさのり

訓
三郷

中
なかむら

村　道
み ち こ

子

勝
かつやま

山　孝
た か こ

子 關
せき

　　恒
つねあき

明

藤
ふじわら

原　和
か ず こ

子 丸
まるやま

山　好
よ し お

夫

奥
おくむら

村　雅
まさひこ

彦 堀金 青
あおやぎ

柳　昌
まさとし

利

穂高

髙
たかやま

山　正
まさのぶ

宣 三
み さ わ

澤　一
か ず こ

子

等
と ど り き

々力増
ま す お

男 明科 佐
さ さ き

々木一
か ず お

生

吉
よしざわ

澤萬
ま ち こ

千子 横
よこうち

内理
り え こ

恵子

尾
お だ い

臺　鞆
ともかず

一 　（平成 25 年 7 月 1 日現在）

●人権擁護委員（敬称略）

園

公


